








































































































































































































































































































































( 1 )単元名 第2学年「三角形k四角形」
(2)単元の目標
・三角形や四角形に関心をもち，いろいろな三
角形や四角形をつくったり，身の回りから長
方形，正方形，直角三角形などをみつけたり
しようとする。(関心・意欲・態度)
・直線の数に着目して三角形，四角形を弁別し
そのわけを説明したり，辺の長さや直角に直
目して長方形，正方形，直角三角形の意味や
性質を考え説明したりすることができる。
(数学的な考え方)
.点と点をつないで三角形や四角形をつくるこ
とができる。また，紙を折って直角や長方形，
正方形をつくったり，方眼紙に長方形，正方
形，直角三角形をかいたりすることができる。
(技能)
・三角形，四角形，及び，長方形，正方形，直
角三角形の意味を理解し，これらを弁別する
ことができる。(知識・理解)
(3)指導計画(全12時間)
第一次三角形と四角形
第1時線で囲んだ形の仲間分けによる学習
の動機付けと三角形，四角形の定義
第2時 三角形，四角形の弁別，点構成，線
構成(本時)
第3時三角形，四角形の面構成
第4時身の回りの三角形，四角形さがし
第二次長方形と正方形
第1時紙の操作による直角の定義
第2時紙の操作による長方形の定義
第3時紙の操作による正方形の定義
第4時紙の操作による直角三角形の定義
第5時 方眼紙を使った長方形，正方形，直
角三角形の作図
第6時色紙を使った形づくり
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第7時色紙を使った平面の敷き詰め
第三次基本の確かめ(1時間)
(3 )本時の授業
①本時の目標
三角形と四角形の定義をもとに図形を弁別し，
そのわけを説明することができる。
②主な指導方法の工夫
0図形の吟味
提示する図形は，三角形，四角形に加えて，
意図的に曲線が含まれているもの，固まれてい
ないもの，向きが逆さになっているものなどに
する。その中から三角形や四角形を見つけるよ
うにすることにより，三角形や四角形の定義を
振り返りやすくする。
/久川|⑤|
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図2 提示する図形
0活動の展開の工夫
まず，三角形から見つける活動にすることで，
活動の焦点化を図る。三角形の弁別について話
し合った後，四角形を見つける活動にすること
で.三角形の弁別を生かして「直線の数は何本
かJr固まれているかjなどの視点をもって活動
しやすくする。
0説明する活動の工夫
「なぜ三角形(四角形)といえるのかJだけ
でなく，意図的に③や@を取り上げ.rなぜ三角
形(四角形)といえないのかJを説明する活動
を取り入れる。これにより，三角形や四角形の
定義をもとに説明しやすくする。
0板番の工夫
話し合いの中で f直線」を確認したときには
黒緩に掲示した図形の辺にO印をつけたり.r固
まれていない」ことを確認したときにはその箇
所に×印をつけたりすることで，説明の内容を
視覚的にとらえやすくする。
0振り返り活動の工夫
学習を援り返る際には，三角形や四角形を見
つけるときは「図形のどこを見たらよいのか」
について話し合うことで.r直線の数は何本かJ
「固まれているか」などの視点をまとめるよう
にする。さらに，三角形や四角形を弁別できる
ようになったことを称揚し，振り返って考える
ことのよさを意織付けるようにする。
③展開
「名前を知っている形はありますか。Jと問い
かけながら.@--@の8枚の図形のカードを順
番に鮎っていった。子どもたちは口々に.r三角
形だ。Jr四角形だ。Jr変な形だな。」などとつ
ぶやいた。
T 今， 三角形だ，四角形だ，と言った人がい
ましたが，この中に本当に三角形と四角形
はありますか。
C あります。(口々に言う。)
C 三角形や四角形ではない形もあります。
子どもたち全員が. 8個の図形の中に三角形
と四角形があることに気付いてきたところで(同
じ図形を三角形，四角形と考えているかどうか
は分からないが).本時のめあてを次のように決
めた。
めあて
三角形を見つけて，そのわけをせつめい
自カ解決では，三角形と思った図形の記号と
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そのわけをノートに書く活動にした。
@@を選んでいる子どもがほとんどだった。
少数ではあるが，誤答が見られた。三角形であ
るわけは全員がノートに書くことができた。
@-~の中で三角形だと思う形に全員に挙手
させていき，次のように話し合った。
T ⑧の形は全員の手が挙がりましたね。本当
に三角形といっていいですか。
C はい。 3本の線で固まれているからです。
C つけたしです。 3本の直線で固まれている
からです。(拍手多数)
T なるほど。線ではなくて直線ですね。どこ
に直線があるのですか。
C ここです。(前に出てきて， 3辺を指さす。)
T (物差しを当てて直線を確かめながら)こ
ことこことここに直線があるのですね。(3 
つの辺を赤チョークでなぞり， 0印をつける。
「三角形Jと板書。)三角形はこれだけだった
かな。
c @も三角形です。
T どちらか迷っている人もいましたよ。本当
にこんな形(@)も三角形といっていいのか
な。
C いいと思います。くるっとひっくり返すと
三角形になります。
C 3本の直線で固まれている形だから三角形
といっていいと思います。
C 向きは関係ありません。
T (3本の直線を物差しで確かめ，赤いチョ
ークで辺をなぞり， 0印をつける。)では，@
も三角形ですね。(r三角形」と板書する。)
では，③も三角形といっていいですね。
C だめです。直線で固まれていません.
C (前に出てきて，辺を指差しながら)
は直線ですが，こことここは曲がっていま
す。 3本の直線で固まれていません.
T (直線の辺に物差しを当てて赤チョークで
なぞりO印を付ける。 2本の曲線の辺には
×印をつける。)ではこれは三角形ではありま
せんね。⑧は三角形といっていいのでは。
C 三角形ではないと思います。
C 直線は直線なんだけど，辺がくつついてな
いからです。
C (前に出てきて辺の隙聞を指差し) 3つの
直線で囲まれていないから三角形ではあり
ません。
T (図形の隙聞がある箇所に×印をつける。)
これは三角形ではないのですね。
このように，三角形であるわけや三角形では
ないわけを確かめながら話し合うことで，三角
形の定義の意味を振り返り，三角形の概念を確
かにすることができた。
続いて，閉じように，四角形を見つけ，その
わけを考え説明する活動を行った。説明はペア
で伝え合う活動にし，お互いに1つずつ質問す
るよう助言した。三角形の話し合いで「三角形
であるわけJや「三角形でないわけJの説明の
仕方を学習していたので，四角形であるわけを
自債をもって説明する姿や，なぜ四角形かを質
問する姿が見られた。
授業の振り返りの場面では， r今日は三角形と
四角形をきちんと見つけることができましたね。
まちがえてしまいそうな形もありましたね。形
のどこを見たら三角形や四角形が分かつたので
すか。」と問いかけた。子どもは， r直線を見つ
けることです。j r直線が何本あるかです。j r何
本の直線で固まれているかを見ることです。Jな
どと発言してきた。そこで，板番に r何本の直
線か.srかこまれているか』を見ればわかる」と
まとめた。
④考察
第2学年の三角形の弁別の話し合い場面では，
教師が「本当に三角形といっていいですか。jrこ
れも三角形ではないですか。」と子どもに問い返
すことで，子どもの説明を引き出すことができ
たと考える。四角形の弁別の説明はベアで説明
し合う活動にしたが，三角形の弁別の話し合い
を生かして自信を持って説明する子どもの姿が
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見られた。
学年が進むにつれて，子ども自らが質問がで
きるように育てていきたい。先にも述ペたよう
に，子どもが，質問する，付け足しをする，ょ
いところを指摘することができるようになるこ
とが，批判的思考を発揮した子どもの姿だと考
えるからだ。批判的思考の態度について，エニ
ス(1987)は， r①明確な主張や理由を求める，
②信用できる情報源を利用する，③状況全体を
考慮する，本の重要な問題からはずれないよう
にする，④複数の選択肢を探す，⑤開かれた心
をもっ，⑥証拠や理由に立脚した立場をとるj
といった態度があるとしている。
v.結務
次期学習指導要領改訂に向けて，算数・数学
科において育成すべき資質・能力の整理(案)
がまとめられている。算数小学校の「学びに向
かうカ，人間性等Jの中に，r数学的に表現・処
理したことを綴り返り，批判的に検肘しようと
主ゑ態度Jr問題解決などにおいて，よりよいも
のを求め続けようとし，抽象的に表現されたこ
とを具体的に表現しようとしたり，表現された
ことをより一般的に表現しようとするなど，全
面的に考えようとする態度J(下線:筆者)が記
されている。下線部はまさに批判的思考につい
て書かれており，小学校の算数教育においても，
今後ますます批判的思考が重視されていくと考
えられる。
これからの教育には，子どもたちの思考力を
育成することが求められている。思考カの育成
は，批判的に思考する学習者・社会人を育成し，
人々が学習や社会の問題を協働して解決し，幸
せな人生とよりよい社会を築くことにつながる。
小学校教育，算数科の授業においても，指導
方法を工夫し，算数科の学習内容を学ぶ中で，
批判的思考力を育成していきたい。
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